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I

本
書
は
著
者
が
半
生
の
心
血
を
雌
ぎ
て
成
せ
る
も
の
で
あ
っ
て
其
該
陣
な
る
誠
見
と
透
徹
せ
る
史
眼
は
固
く
閉
さ
れ

た
祁
秘
の
城
門
を
開
い
て
其
人
間
的
な
祗
會
的
意
味
經
濟
的
意
味
の
冥
相
を
究
め
從
來
表
面
的
に
の
み
取
扱
は
れ
て
来

た
宗
教
史
の
研
究
に
一
新
紀
元
を
割
し
た
も
の
で
、
東
京
の
大
橋
、
日
比
谷
、
帝
國
の
三
大
囲
書
館
に
於
け
る
、
最
近
一
年

間
の
統
計
中
最
も
精
読
さ
れ
た
圖
害
中
の
第
一
位
に
我
が
川
本
宗
教
史
の
研
究
の
あ
る
事
は
決
し
て
偶
然
で
は
な
い
。

Ｘ
Ｘ
Ｘ

本
番
に
收
む
ろ
所
す
べ
て
十
五
筋
《
て
の
問
主
な
ろ
凧
日
を
列
恥
す
れ
ば
，
韮
如
上
人
と
一
撰
迩
動
、
え
び
す
瀞
研
究
・
念
佛
楢
の
妻
．
天
滿
天
抑
の
信

仰
の
墾
遜
，
儒
芯
と
パ
ハ
ン
船
及
賓
船
、
西
宮
》
“
級
寸
祁
安
蕊
門
徒
と
肢
烏
及
芯
山
の
職
争
・
大
黒
天
の
形
容
及
信
仰
の
墾
遜
天
草
の
は
な
れ
切
支
丹

の
研
究
、
宗
像
抑
壯
の
阿
彌
陀
經
洞
‐
畔
頼
の
廻
國
説
と
其
信
仰
‐
平
戸
獅
子
村
の
離
奴
切
支
丹
等
是
で
あ
る
。

是
等
の
論
女
彫
遡
じ
て
顯
著
な
ろ
緋
色
は
‐
第
一
に
は
綿
密
呼
勾
川
怠
で
あ
る
。
凡
｝
て
一
つ
の
問
胆
に
對
す
る
や
、
著
蒋
は
之
走
解
剖
し
て
幾
多
の
疑
案

を
出
だ
し
、
そ
の
解
決
の
錨
に
博
く
群
神
李
や
渉
狸
し
‐
布
く
も
之
に
開
聯
す
る
記
事
は
網
羅
し
て
除
き
ず
、
仔
細
に
考
光
・
し
て
迩
漏
な
か
ら
ん
率
か
期
し
士
。

そ
れ
故
に
著
析
の
論
一
心
？
ｏ
や
嶮
路
仁
屈
ぜ
ず
、
長
途
に
疲
れ
ず
‐
山
に
備
れ
ば
山
を
爽
ら
げ
、
河
に
辿
う
て
は
河
を
埋
む
ろ
の
機
が
あ
り
．
そ
れ
と
同
昨

に
、
途
に
鹿
に
辿
へ
ぱ
鹿
か
逐
・
具
、
密
林
に
入
り
‐
途
に
鬼
に
辿
へ
ぼ
兎
走
迫
う
て
砿
野
に
出
づ
ろ
趣
が
あ
る
。
こ
れ
純
乎
穴
ろ
研
究
者
の
風
格
で
あ
る
。

第
二
に
、
囚
に
ろ
騨
所
な
き
自
由
）
筐
で
あ
る
。
宗
敢
的
史
亜
は
‐
い
・
つ
れ
の
時
い
・
つ
れ
の
所
に
在
っ
て
、
ｂ
、
そ
の
教
徒
に
よ
っ
て
祁
化
せ
ら
れ
，
索
化
せ
ら

れ
て
、
信
仰
の
密
雲
ふ
か
く
こ
れ
悲
蓋
う
て
居
り
、
こ
の
密
雲
を
破
り
、
、
｝
の
縦
威
に
抗
し
て
・
率
直
に
、
平
明
に
、
そ
の
興
相
を
見
、
叉
之
走
語
る
蕊
は

容
易
な
事
で
な
い
。
し
か
る
に
著
者
ば
、
幹
寺
院
に
生
れ
衣
ろ
に
拘
は
ら
ず
，
少
し
も
榧
威
か
恐
れ
ず
‐
柳
か
１
．
偲
説
に
燗
さ
れ
ず
し
て
．
極
・
あ
て
大
鵬
に

批
到
し
‐
自
由
に
論
述
し
て
ゐ
ろ
。
純
乎
研
究
者
の
雁
度
、
欽
寸
霞
へ
き
共
姿
で
あ
る
。
（
女
學
聯
士
卒
泉
澄
氏
批
評
抄
）
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